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こ
の
た
び
、
飯
綱
町
議
会
副
議
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
議
会
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
い
て
間
も
な
い
新
人
議
員
で
あ
る
私
に
、

こ
の
よ
う
な
重
責
を
お
任
せ
い
た
だ
い
た
こ

と
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
感
謝
の
気

持
ち
を
強
く
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
倉
井
地
区
で
生
ま
れ
育
ち
、
公
民

館
、
壮
友
、
消
防
な
ど
、
地
域
の
行
事
や
活

動
を
通
じ
て
町
の
魅
力
や
課
題
に
触
れ
て
き

ま
し
た
。
議
員
と
し
て
の
経
験
は
浅
い
も
の

の
、
地
域
で
培
っ
た
視
点
と
生
活
者
と
し
て

の
実
感
を
大
切
に
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
丁
寧
に
議
会
へ
届
け
る
こ
と
を
自
ら
の
務

め
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会

運
営
が
円
滑
か
つ
公
正
に
進
む
よ
う
力
を
尽

く
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
飯
綱
町
の
未
来
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
く

た
め
、
誠
実
に
、
ま
っ
す
ぐ
に
職
務
に
向
き

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

副議長・宮本 隆之

　
こ
の
た
び
、
飯
綱
町
議
会
議
長
の
重
責
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
構
成
と
な
っ
た
議
会
で
は
、
前
職

4
人
、
新
人
10
人
と
な
り
、
多
様
な
知
識
・

経
験
と
新
し
い
視
点
を
併
せ
持
つ
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
民
の
負
託
を
受
け
た
合
議
機
関
と
し
て

の
使
命
を
重
く
受
け
止
め
、「
チ
ー
ム
議
会
」

と
し
て
の
総
合
力
を
発
揮
す
べ
く
、
議
員
相

互
の
見
識
を
尊
重
し
、
自
由
か
つ
闊
達
な
討

議
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
飯
綱
町
議
会
基
本
条
例
の

理
念
の
も
と
、
議
会
改
革
を
不
断
に
推
進
し

て
こ
ら
れ
た
先
人
各
位
の
ご
尽
力
に
深
甚
な

る
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
歩
み
を

確
か
な
礎
と
し
て
、
時
代
の
変
化
に
も
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
研
鑽
を
重
ね
る
「
学
ぶ

議
会
」
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の

声
を
大
切
に
受
け
止
め
、
対
話
を
重
ね
な
が

ら
、
住
民
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
員
一
同
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会

活
動
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
、
ご
提
言
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議長・瀧野 良枝

新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!!

議
員
紹
介

就
任
の
挨
拶
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　常任委員会は 3 つあり、そのうち総務産業常任委員会と福祉文教常任委員会は全議員がどちらかの委
員会に所属します。予算決算常任委員会は議長以外の 13 名で構成されています。

（ ◎委員長　○副委員長 ）

各常任委員会

所
管
：
住
民
環
境
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育
委

員
会
、飯
綱
病
院
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
し
尿
処
理
手
数
料
の
料

金
改
定
や
、
保
育
園
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

飯田 安彦　　丸山 麻衣子　　伊藤 まゆみ　　西林 薫
宮本 隆之　　◎近藤 正　　○清水 寿彦

　
町
の
お
金
を
ど
う
使
う
か
（
予
算
）、
そ
れ

が
適
切
だ
っ
た
か
（
決
算
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
町
の
財
政
に
つ
い
て
議
会
全
体
が
責
任
を

も
っ
て
判
断
す
る
た
め
に
、
議
長
を
除
く
す
べ

て
の
議
員
が
当
事
者
と
し
て
審
査
に
参
加
す
る

仕
組
み
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会上段左より　 吉澤 裕昭　清水 寿彦　本郷 華子　丸山 麻衣子

　　　　　  山崎 雄一　 飯田 安彦　 風間 行男
下段左より　 宮本 隆之　 小林 一成　 〇西林 薫　
　　　　　  ◎清水 滿　 近藤 正　 伊藤 まゆみ

所
管
：
総
務
課
、
企
画
課
、
住
民
環
境
課
、
産

業
観
光
課
、
建
設
水
道
課
、
税
務
会
計
課
等
、

他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
。

　
12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
、
移
住
、
空
き

家
、
農
政
、
商
業
等
の
案
件
に
関
し
て
審
議
し

て
い
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

瀧野 良枝　　清水 滿　　風間 行男
吉澤 裕昭　　○山崎 雄一　　◎小林 一成　　本郷 華子
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その他委員会紹介

　
議
会
の
日
程
や
進

め
方
を
話
し
合
い
ま

す
。
総
務
産
業
常
任

委
員
会
か
ら
3
名
、

福
祉
文
教
常
任
委
員

会
か
ら
3
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

◎伊藤 まゆみ　〇山崎 雄一　西林 薫
近藤 正　小林 一成　清水 滿

　
こ
の
議
会
だ
よ
り

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員

会
か
ら
3
名
、
福
祉

文
教
常
任
委
員
会
か

ら
3
名
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
会
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

◎丸山 麻衣子　〇吉澤 裕昭　清水 寿彦
山崎 雄一　近藤 正　小林 一成

議会以外の役職等
職 名 等 定数 氏　名

飯綱町表彰委員会 １名 瀧野 良枝
飯綱町人権擁護審議会 １名 伊藤 まゆみ
飯綱町環境審議会 ２名 近藤 正 清水 滿
飯綱町健康づくり推進協議会 １名 飯田 安彦
飯綱町民生委員推薦会 １名 近藤 正
飯綱町社会福祉協議会理事 １名 近藤 正
飯綱町農業振興協議会 ２名 山崎 雄一 吉澤 裕昭
飯綱町総合農政対策協議会 ２名 瀧野 良枝 小林 一成
飯綱町地域農業再生協議会 ２名 瀧野 良枝 小林 一成
飯綱町観光開発審議会 ２名 小林 一成 山崎 雄一
飯綱東高原観光施設等管理運営協議会 ３名 宮本 隆之 小林 一成 山崎 雄一
飯綱町都市計画審議会 ３名 瀧野 良枝 小林 一成 近藤 正
飯綱町地籍調査推進委員 １名 小林 一成
飯綱町青少年育成町民会議 ２名 瀧野 良枝 近藤 正
飯綱病院事業検討委員会 ２名 瀧野 良枝 近藤 正
監査委員 １名 飯田 安彦
消防委員会委員 １名 本郷 華子

北部衛生施設組合議会議員 ５名
瀧野 良枝 宮本 隆之 小林 一成 近藤 正
清水 寿彦

北信保健衛生施設組合議会議員 ２名 瀧野 良枝 近藤 正
長野広域連合議会議員 ２名 瀧野 良枝 近藤 正
森林・林業活性化促進議員連盟 14名 全議員

（ ◎委員長　○副委員長 ）
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① 丸山 麻衣子
福祉文教常任委員会
予算決算常任委員会
議会報編集調査特別委員会委員長

⑧ 近藤 正
福祉文教常任委員会委員長
予算決算常任委員会
議会運営委員会
議会報編集調査特別委員会

② 飯田 安彦
福祉文教常任委員会
予算決算常任委員会

⑨ 小林 一成
総務産業常任委員会委員長
予算決算常任委員会
議会運営委員会
議会報編集調査特別委員会

③ 西林 薫 

福祉文教常任委員会
予算決算常任委員会副委員長
議会運営委員会

⑩ 風間 行男
総務産業常任委員会
予算決算常任委員会

④ 本郷 華子
総務産業常任委員会
予算決算常任委員会

⑪ 清水 滿
総務産業常任委員会
予算決算常任委員会委員長
議会運営委員会

⑤ 清水 寿彦
福祉文教常任委員会副委員長
予算決算常任委員会
議会報編集調査特別委員会

⑫ 伊藤 まゆみ
福祉文教常任委員会
予算決算常任委員会
議会運営委員会委員長

⑥ 山崎 雄一
総務産業常任委員会副委員長
予算決算常任委員会
議会運営委員会副委員長
議会報編集調査特別委員会

⑬ 宮本 隆之
副議長
福祉文教常任委員会
予算決算常任委員会

⑦ 吉澤 裕昭
総務産業常任委員会
予算決算常任委員会
議会報編集調査特別委員会副委員長

⑭ 瀧野 良枝
議長
総務産業常任委員会

※議員番号順に紹介しています。議員番号は役職、当選回数、年齢により決まります。

全議員　所属および役職
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し尿処理手数料を改定、保育の利用者し尿処理手数料を改定、保育の利用者
負担に関する条例を一部改正 負担に関する条例を一部改正 ほかほか

　

12
月
定
例
会
は
11
月
27
日
か

ら
12
月
17
日
ま
で
の
21
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
町
か
ら

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
２

件
、
条
例
改
正
２
件
、
補
正
予

算
１
件
、
そ
の
他
２
件
。
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
と
し
た
。

　
条
例
改
正

飯
綱
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
議
案
第
1
0
1
号
）
―
可
決

　
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の

う
ち
、
し
尿
処
理
に
係
る
手
数

料
に
つい
て
、
前
回
改
定
時
以
降

に
お
け
る
公
共
労
務
単
価
等
の

上
昇
と
均
衡
を
図
る
た
め
、
し

尿
収
集
運
搬
業
者
と
の
協
議
を

踏
ま
え
、
料
金
を
見
直
し
改

正
す
る
。
内
容
は
基
本
料
金

（
１
８
０
ℓ
以
下
）
を
1
8
7
0

円
か
ら
2
9
0
円
値
上
げ
し

2
1
6
0
円
に
、
加
算
料
金

（
１
８
０
ℓ
を
超
え
る
場
合
は
18

ℓ
に
つ
き
）
を
1
8
7
円
か
ら
29

円
値
上
げ
し
2
1
6
円
に
、
特

別
料
金
（
仮
設
ト
イ
レ
の
場
合

1
回
に
つ
き
）
2
6
4
0
円
を

3
1
2
0
円
に
改
定
す
る
も
の
。

飯
綱
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負

担
額
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
1
0
2
号
）
―
可
決

　

飯
綱
町
で
は
、
保
育
認
定
時

間
以
外
の
保
育
利
用
に
つ
い
て
、

２
つ
の
保
育
認
定
区
分
ご
と
に

「
延
長
保
育
」
と
「
時
間
外
保

育
」
と
し
て
対
応
す
る
と
こ
ろ

を
、
ま
と
め
て
「
延
長
保
育
」

と
し
て
き
た
。
今
回
の
改
正
で

保
育
認
定
時
間
以
外
利
用
に
つ

い
て
、
保
育
認
定
区
分
に
対
応

し
た
「
時
間
外
保
育
」
を
追
加

す
る
も
の
。

　
そ
の
他

北
部
衛
生
施
設
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
北
部

衛
生
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

（
議
案
第
1
0
4
号
）
―
可
決

　

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し
尿

処
理
を
終
了
し
、
処
理
施
設
を

廃
止
す
る
た
め
、
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
規
定
に
つ
い

て
変
更
す
る
も
の
。

北
部
衛
生
施
設
組
合
の
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う
財

産
処
分
に
つ
い
て

（
議
案
第
1
0
5
号
）
―
可
決

　

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し
尿

処
理
を
終
了
し
、
処
理
施
設
を

廃
止
す
る
た
め
、
建
物
お
よ
び

物
品
の
権
利
を
放
棄
し
、
財
産

処
分
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も

の
。

　
請　
願

長
野
広
域
連
合
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
候
補
地
選
定
に
係

る
情
報
開
示
と
住
民
へ
の
周
知

等
に
つ
い
て

（
請
願
第
５
号
）
―
採
択

請
願
者飯綱

町
黒
川
　
飯
島 

一
成

　

町
は
、
地
蔵
久
保
地
区
を
候

補
地
と
し
た
経
緯
や
資
料
、
選

定
理
由
を
住
民
に
速
や
か
に
開

示
し
、
処
分
場
の
影
響
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
学
習
機
会
を

設
け
た
う
え
で
、
住
民
意
思
を

尊
重
し
た
合
理
的
判
断
を
示
す

ま
で
、
候
補
地
決
定
に
同
意
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

旧 新
基本料金 1,870円 2,160円
加算料金 187円 216円
特別料金 2,640円 3,120円
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賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

候
補
地
問
題
は
、
関
係
地
元
区

と
さ
れ
る
地
域
の
み
の
問
題
で

は
な
い
と
考
え
る
。
請
願
の
３

項
目
は
、
十
二
分
に
理
解
で
き

実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
ご
み
問
題

を
考
え
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
。

　
陳　
情

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
及
び
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
10
％

以
上
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
陳

情
書

（
陳
情
第
８
号
）
―
採
択

陳
情
者

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長
　
小
林 

吟
子

　

診
療
報
酬
改
定
に
あ
わ
せ
、

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
報
酬
を
前
倒
し
で
改
定
し
、

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
10
％

以
上
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

2
0
2
5
年
度
中
に
公
費
に
よ

る
賃
上
げ
支
援
を
行
う
こ
と
を

求
め
る
も
の
。

　
賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み
　

　

診
療
・
介
護
・
福
祉
の
従
事

者
は
低
い
賃
金
で
心
身
と
も
に

疲
弊
し
て
い
る
。
病
院
や
事
業

所
で
は
人
材
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の

病
院
の
６
割
、
自
治
体
病
院
の

９
割
が
赤
字
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫

負
担
の
増
額
を
求
め
る
陳
情

（
陳
情
第
9
号
）
―
採
択

陳
情
者　

長
野
地
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長
　
菅
田 

敏
夫

　

国
保
料
は
低
所
得
の
若
者
や

非
正
規
に
も
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
国
の
軽
減
措
置
は
不
十
分

で
あ
り
、
制
度
本
来
の
理
念
に

立
ち
返
り
、
公
費
拡
充
と
均
等

割
、
特
に
子
ど
も
分
の
さ
ら
な

る
軽
減
に
よ
り
保
険
間
格
差
を

是
正
し
、
公
平
な
医
療
を
確
保

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　
賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
財

源
と
し
て
、
社
会
保
険
や
国
民

健
康
保
険
等
の
保
険
料
に
負
担

金
が
設
け
ら
れ
、
負
担
増
が
懸

念
さ
れ
る
。
国
保
税
は
、
全
額

加
入
者
負
担
で
あ
り
、
子
育
て

世
代
の
不
公
平
感
と
負
担
感
が

大
き
い
。

　
発　
議

学
校
給
食
費
無
償
化
の
国
の
責

任
に
よ
る
完
全
実
施
を
求
め
る

意
見
書
案　

（
発
議
第
17
号
）
―
可
決

　

2026



年
度
か
ら
の
公
立

小
学
校
給
食
費
無
償
化
を
め
ぐ

り
、
財
源
を
理
由
に
地
方
負
担

を
求
め
る
議
論
が
あ
る
。
給
食

の
質
の
低
下
や
地
域
格
差
を
防

ぐ
た
め
、
国
の
責
任
と
財
源
に

よ
る
実
施
を
求
め
、
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
。

　
賛
成
討
論

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

憲
法
第
26
条
で
は
、「
義
務

教
育
は
、
こ
れ
を
無
償
と
す

る
。」
と
さ
れ
、
学
校
給
食
は

食
育
の
一
環
で
、「
義
務
教
育
」

に
含
ま
れ
る
。
本
来
、
全
額
国

負
担
だ
が
、
現
実
は
義
務
教
育

で
あ
る
小
、
中
学
校
全
て
が
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
問
題
。

　
反
対
討
論

本
郷 

華
子

　

経
済
的
支
援
は
重
要
だ
が
給

食
が
行
政
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

は
避
け
た
い
。
制
度
詳
細
も
各

自
治
体
の
主
体
性
が
確
保
さ
れ

る
か
も
不
明
。
基
準
額
他
条
件

を
求
め
ら
れ
れ
ば
質
の
低
下
が

危
惧
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
心
身

の
成
長
が
よ
り
重
要
。

　
補
正
予
算

令
和
７
年
度
飯
綱
町
一
般
会
計

補
正
予
算（

議
案
第
１
０
３
号
）

　

補
正
前
の
予
算
額
1
0
0
億

９
５
６
５
万
９
千
円
か
ら
６
億

８
６
０
１
万
２
千
円
増
額
し
、

１
０
７
億
８
１
６
７
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

地蔵久保地区施設構想図
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臨
時
議
会

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
議
案
第
98
号
）　
―
同
意

　

議
員
の
内
か
ら
選
任
し
た
監

査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
議
員
の
内
か
ら
監
査
委

員
を
選
任
す
る
も
の
。

監
査
委
員　
　
　

  

飯
田 

安
彦

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
（
議
案
第
99
号
）
―
同
意

　

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
現
委
員
の
再
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

も
の
。

教
育
委
員
（
再
任
）

　
　
　
　
　
村
松 

勝
視

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
議
案
第
1
0
0
号
）
―
同
意

　

識
見
を
有
す
る
者
と
し
て
選

任
し
た
監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
監
査
委
員
を
選
任
す

る
も
の
。

監
査
委
員
（
再
任
）　
山
浦 

修

令和７年12月定例会賛否一覧　（○賛成  ●反対）

種別 議　案　名 表決
結果

丸
山
麻
衣
子

飯
田
　
安
彦

西
林
　
　
薫

本
郷
　
華
子

清
水
　
寿
彦

山
崎
　
雄
一

吉
澤
　
裕
昭

近
藤
　
　
正

小
林
　
一
成

風
間
　
行
男

清
水
　
　
滿

伊
藤
ま
ゆ
み

宮
本
　
隆
之

瀧
野
　
良
枝

議案第101号 飯綱町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

議案第102号 飯綱町子どものための教育・保育に関する利用者負担
額を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

議案第103号 令和７年度飯綱町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

議案第104号 北部衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び北部
衛生施設組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

議案第105号 北部衛生施設組合の共同処理する事務の変更に伴う財
産処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

請願第５号 長野広域連合一般廃棄物最終処分場の候補地選定に係
る情報開示と住民への周知等について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

陳情第８号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％
以上の引き上げを求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

陳情第９号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

発議第14号 長野広域連合一般廃棄物最終処分場の候補地選定に係
る情報開示と住民への周知等を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○ ‒

発議第15号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％
以上の引き上げを求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

発議第16号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

発議第17号 学校給食費無償化の国の責任による完全実施を求める
意見書案 可決 ● ○ ○ ● ○ ● 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○ ‒

令和７年臨時会賛否一覧　（○賛成  ●反対）

種別 議　案　名 表決
結果

丸
山
麻
衣
子

飯
田
　
安
彦

西
林
　
　
薫

本
郷
　
華
子

清
水
　
寿
彦

山
崎
　
雄
一

吉
澤
　
裕
昭

近
藤
　
　
正

小
林
　
一
成

風
間
　
行
男

清
水
　
　
滿

伊
藤
ま
ゆ
み

宮
本
　
隆
之

瀧
野
　
良
枝

第３回 議案第98号 監査委員の選任について 同意 ○ 除
斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

第３回 議案第99号 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‒

第４回 議案第100号 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ -

8第 81号

賛
否
表

臨
時
議
会



風か
ざ
ま間 

行ゆ
き

男お �
  

11
ペ
ー
ジ

· 

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

· 

新
規
就
農
者
対
策
に
つ
い
て

· 

収
入
保
険
掛
金
補
助
額
の
増
額
に
つ
い
て

· 

経
営
強
化
対
策
に
つ
い
て

伊い

藤と
う 

ま
ゆ
み �

  

12
ペ
ー
ジ

· 

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

· 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
へ
の
対
応
は

· 

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
と
農
家
へ
の
支
援
の
充
実
を

丸ま
る

山や
ま 

麻ま

衣い

子こ �
  

13
ペ
ー
ジ

· 

町
の
子
育
て
支
援
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

· 

保
育
利
用
調
整
指
数（
点
数
化
）と
町
の
特
色
を
踏
ま
え
た
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

· 

保
育
士
不
足
の
対
策
に
つ
い
て

西に
し

林ば
や
し 

薫か
お
る �

  

15
ペ
ー
ジ

· 

Z
Q
の
今
後
の
活
用
方
法
と
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て

· 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
後
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

· 

空
間
放
射
線
量
の
測
定
終
了
後
の
機
器
の
管
理
や
測
定
方
法
の
確
認
に
つ
い
て

飯い
い

田だ 

安や
す

彦ひ
こ �

  

16
ペ
ー
ジ

· 

町
内
保
育
園
の
オ
ム
ツ
持
ち
帰
り
に
つ
い
て

· 「
日
本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る
町
へ
」
と
保
育
園
の
現
状
に
つ
い
て

· �

第
２
次
飯
綱
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お
け
る
飯
綱
町
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
掲
げ
た
２
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

小こ
ば

林や
し 

一か
ず

成し
げ �

  
14
ペ
ー
ジ

令
和
７
年
12
月
飯
綱
町
議
会
定
例
会　
　
一
般
質
問
事
項　
　
概
要

• �一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。

• 一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
• 一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

　
12
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
と
８
年
ぶ
り
の
町
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
率
の
約
70
％
と
い
う

高
さ
は
、
新
た
な
町
長
、
議
員
へ
の
町
民
の
期
待

の
表
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
一
般
質
問
初
日
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
町
の
議
場
に
入
り
ま
し
た
が
、
事
務
局

が
用
意
し
た
椅
子
だ
け
で
は
足
り
ず
、
立
見
の
方

が
出
る
程
の
盛
況
で
し
た
。

　
全
て
の
質
疑
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
政

に
対
し
て
的
確
な
問
い
掛
け
も
あ
り
ま
し
た
。

　
行
政
（
町
長
）
と
議
会
は
車
の
両
輪
に
例
え
ら

れ
ま
す
が
（
互
い
に
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
関

係
）、
共
に
町
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
町
を
よ
り

良
く
す
る
為
に
立
候
補
さ
れ
た
は
ず
で
す
。

　
常
に
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
行
政
、
議
会
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
「
私
は
あ
な
た
の
意
見
に

反
対
だ
が
、
そ
れ
を
主
張
す
る
権
利
は
命
を
か
け

て
守
る
」（
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
多
種
多
様
な
住
民
の
意
見
や
要
望
を
排
除
す
る

事
な
く
議
論
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
風
通
し
の
良
い
両
輪
で
あ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。

議
会
に
望
む
こ
と

· �

長
野
広
域
連
合
次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
つ
い
て

· �

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
抜
本
的
な
拡
充
を
求
め
る

近こ
ん

藤ど
う 
正た

だ
し �

  

10
ペ
ー
ジ

穂谷 尚敏さん
（倉井）

傍聴席傍聴席

9 長野県  飯綱町議会だより

一
般
質
問



近
藤　
10
月
に
広
域
連
合
に
提

出
済
み
の
「
選
定
調
書
」
の
記

載
内
容
は
。
ま
た「
選
定
調
書
」

と
「
関
係
地
区
か
ら
の
調
書
」

の
公
開
は
可
能
か
。

町
長　

引
継
ぎ
で
「
選
定
調

書
」
を
見
た
が
、
内
容
は
自
分

の
考
え
と
一
致
し
て
い
る
。
こ

の
件
に
つ
い
て
、
情
報
公
開
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。（
そ
の

後
の
対
応
：
12
月
9
日
、
長
野

広
域
連
合
H
P
で
町
が
提
出
し

た
「
選
定
調
書
」
が
公
開
。
1

月
5
日
、
町
H
P
で
関
係
3
地

区
が
提
出
し
た
調
書
が
公
開
）

近
藤　
提
出
前
の「
選
定
調
書
」

を
唯
一
審
議
し
た
町
環
境
審
議

最
終
処
分
場
計
画
に
つ

い
て

会
の
議
事
録
の

公
開
は
。

住
民
環
境
課
長　

で
き
る
だ
け
早

期
に
公
開
す

る
。（
そ
の
後
の

対
応
：
12
月

19
日
、
町
H
P

で
公
開
）

近
藤　
土
屋
町

長
は
提
出
済
み

の「
選
定
調
書
」

に
つ
い
て
ど
う

対
応
す
る
か
。

町
長　
町
長
選

挙
の
前
に
、
東

黒
川
区
の
皆
さ

ん
の
三
堰
（
用

水
路
）
へ
の
思

い
や
最
終
処
分

場
計
画
へ
の
不

安
を
聞
い
て
い

る
。
就
任
後
に

見
た
「
選
定
調
書
」
に
は
「
現

時
点
で
は
地
元
地
域
の
合
意
形

成
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
最
終
処

分
場
候
補
地
に
な
る
こ
と
は
難

し
い
」
と
い
う
趣
旨
が
書
い
て

あ
り
、
２
月
の
広
域
連
合
の
理

事
者
会
で
も
町
の
意
見
と
し
て

伝
え
る
。

近
藤　
な
ぜ
標
高
が
高
く
、
い

ろ
い
ろ
問
題
の
あ
る
地
蔵
久
保

地
区
を
処
分
場
候
補
地
と
し
て

町
が
決
め
て
い
っ
た
の
か
の
説

明
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

町
長　
選
定
し
て
い
く
経
緯
の

中
で
、
下
流
の
東
黒
川
の
水
源

や
水
質
の
問
題
、
防
災
の
点
で

の
不
安
に
つ
い
て
、
当
時
の
担

当
者
が
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と

は
大
変
申
し
訳
な
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

近
藤　
有
害
鳥
獣
対
策
等
の
抜

本
的
強
化
が
必
要
で
は
。

産
業
観
光
課
長　
猟
友
会
は
現

在
34
人
だ
が
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
次
世
代
へ
の
継
承
が
課

題
。
猟
友
会
担
当
の
町
職
員
が

一
人
で
、
負
担
軽
減
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
外
部
人
材
（
地

域
お
こ
し
協
力
隊
等
）
の
活
用

も
今
後
検
討
す
る
。
解
体
処
理

施
設
に
つ
い
て
は
、
町
の
用
途

廃
止
施
設
を
活
用
し
て
、
来
年

度
予
算
で
整
備
で
き
る
よ
う
に

検
討
す
る
。

現時点では最終処分場の候補地になることは難しい町長

近
藤 

正  

議
員

 次期一般廃棄物最終処分場建設計画
町が提出した選定調書の内容は

近藤 正 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

地蔵久保の建設候補地（三登山西側の窪地）飯綱中学校より遠望。

建設候補地建設候補地

飯綱中学校飯綱中学校

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
様
子
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ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
放
獣

に
か
か
わ
る
危
険
手
当

の
支
給
を

風
間　
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
捕

獲
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

放
獣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

人
体
に
危
険
が
伴
う
の
で
危
険

手
当
の
支
給
を
。

産
業
観
光
課
長　
今
年
度
９
月

よ
り
放
獣
に
携
わ
っ
た
人
に
日

当
８
０
０
０
円
を
支
給
し
て
い

る
。
危
険
が
伴
う
の
で
機
材
を

購
入
し
、
対
策
し
強
化
し
た
い
。

風
間　
全
国
で
熊
の
被
害
が
増

大
し
て
い
る
。
当
町
で
も
数
頭

捕
獲
さ
れ
て
い
る
が
、
熊
の
凶

暴
性
か
ら
み
て
も
防
護
対
策
が

必
要
と
思
う
が
。

町
長　
現
場
を
担
う
猟
友
会
員

の
安
全
が
第
一
。
国
庫
補
助
金

で
今
年
度
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
熊
ス

プ
レ
ー
、
盾
、
来
年
度
防
護
服

等
対
応
し
た
い
。

風
間　
駆
除
期
の
鳥
獣
の
焼
却

に
高
額
な
費
用
が
掛
か
っ
て
い

る
。
猟
友
会
員
の
手
当
て
増
額

の
為
に
町
内
に
焼
却
施
設
の
新

設
の
考
え
は
。

産
業
観
光
課
長　
焼
却
に
か
か

わ
る
費
用
１
０
０
万
～
１
５
０

万
位
か
か
る
が
、
解
体
施
設
と

冷
凍
併
設
で
費
用
が
軽
減
で
き

る
の
で
今
は
考
え
て
い
な
い
。

新
規
就
農
者
手
当
、年
齢

の
65
歳
ま
で
の
支
援
を

風
間　
県
内
外
か
ら
の
早
期
退

職
者
、
定
年
退
職
者
が
飯
綱
町

で
新
規
就
農
者
と
し
て
携
わ
っ

て
み
た
い
人
の
た
め
に
、
65
歳

ま
で
制
度
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
新
規
就
農
者
手
当
は
、

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
持
続
可
能
な
第
一
歩
と
考
え

る
が
。

町
長　
新
規
就
農
者
、
国
、
県
、

の
支
援
は
49
歳
以
下
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
以
上
の
人
は
手
厚

い
支
援
は
受
け
ら
れ
な
い
。
町

独
自
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
財
政
的
に
厳
し
い
。
国
に
年

齢
拡
大
を
求
め
て
い
く
。
農
業

を
守
る
た
め
に
も
町
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
こ
と
、
新
た
な
支

援
対
策
を
検
討
す
る
。

収
入
保
険
掛
け
金
補
助

金
の
拡
充
を

産
業
観
光
課
長　
総
合
的
な
状

況
を
考
慮
し
て
考
え
た
い
。

中
小
企
業
経
営
対
策
事

業
が
2
0
2
7
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
対
策
の

周
知
を

風
間　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
機
械
購
入
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
る
。
即
時
償
却

１
０
０
％
又
は
税
額
10
％
が
あ

る
。
対
象
者
は
青
色
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
事
業
者
。

産
業
観
光
課
長　
経
営
者
協
会
、

認
定
農
業
者
協
会
に
周
知
し
た

い
。

ニホンカモシカ放獣にかかわる
危険手当の支給を

令和７年９月より日当を支給している産業観光課長

風
間 

行
男  

議
員

風間 行男 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

特別控除の対象となる農機具
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伊
藤　
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
自
治
体
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
平
和
で
あ
る
こ

と
が
不
可
欠
だ
。「
非
核
平
和

宣
言
」
を
し
た
町
の
首
長
と
し

て
、
平
和
を
守
る
こ
と
へ
の
考

え
は
。

町
長　
日
本
国
憲
法
は
、
平
和

主
義
を
国
の
根
本
の
理
念
と
し

て
掲
げ
、
国
家
の
安
全
保
障
を

軍
事
力
や
戦
争
で
は
な
く
、
国

際
社
会
と
の
協
調
や
友
好
関
係

に
よ
っ
て
成
り
立
た
せ
る
。
と

い
う
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
守

り
続
け
る
べ
き
だ
。

伊
藤　
憲
法
第
９
条
へ
の
考
え

は
。

町
長　
戦
闘
を
行
う
た
め
の
軍

隊
は
持
た
な
い
と
定
め
て
お
り
、

ど
ん
な
に
大
き
な
問
題
で
も
力

の
争
い
で
は
な
く
、
言
葉
や
話

し
合
い
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
第
９
条
は
、
第
１
項
、

第
２
項
と
も
堅
持
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤　
日
本
共
産
党
町
委
員
会

で
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
暮

ら
し
向
き
が
苦
し
い
が
69
・
７
％

だ
っ
た
。
町
長
も
40
回
の
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
町
民
の
声

を
聞
い
て
き
た
と
思
う
が
、
町

政
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

町
長　
住
民
の
声
を
幅
広
く
聞

き
取
る
こ
と
が
改
め
て
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

伊
藤　
物
価
高
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
メ
イ
ン

に
考
え
て
い
る
。
幅
広

い
生
活
者
に
効
果
が
あ

り
、
町
内
の
小
規
模
事

業
者
の
経
済
対
策
に
も

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
と
一
時
預
か
り
保
育
で
サ
ー

ビ
ス
の
違
い
は
。

教
育
次
長　
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
は
、
標
準
時
間
で
保
育

園
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
受
け

ら
れ
る
が
、
一
時
預
か
り
保
育

事
業
で
は
、
受
け
る
体
制
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

伊
藤　
月
の
利
用
時
間
を
何
時

間
と
、
制
度
設
計
し
て
い
く
か
。

町
長　
月
10
時
間
の
上
限
で
実

施
し
て
、
保
護
者
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
制
度
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

伊
藤　
保
育
士
の
不
足
で
未
満

児
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
対
応
は
。

教
育
次
長　
次
年
度
以
降
、
増

員
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
と
農
家
へ
の
支
援

の
充
実
を

伊
藤　
国
で
小
学
校
へ
の
無
償

化
が
示
さ
れ
た
。
中
学
校
ま
で

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
む
時

期
が
来
た
と
考
え
る
が
。

町
長　
来
年
度
か
ら
小
学
校
は

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
へ
の
対
応
は

無
償
化
し
、
中
学
校
は
従
来
と

同
程
度
の
負
担
を
保
護
者
に
求

め
て
い
く
。
一
食
当
た
り
の
単

価
を
引
き
上
げ
て
、
よ
り
美
味

し
い
、
よ
り
安
全
な
給
食
に
し

て
い
き
た
い
。

伊
藤　
米
は
飯
綱
産
米
を
１
０

０
％
使
用
し
、
野
菜
も
可
能
な

限
り
町
内
産
を
使
用
す
る
努
力

は
評
価
で
き
る
が
、
物
価
高
に

よ
り
農
家
の
経
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
適
切
な
支
援
を

す
べ
き
だ
が
。

産
業
観
光
課
長　
環
境
負
荷
の

少
な
い
栽
培
を
し
て
い
る
者
に

は
、
出
荷
額
の
３
分
の
１
を
、

有
機
米
は
キ
ロ
２
０
０
円
を
補

助
し
て
い
る
。
地
産
地
消
に
関

し
て
も
補
助
を
広
げ
る
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

日本国憲法第９条への考えは

第１項、第２項とも堅持していくべき町長

伊
藤 

ま
ゆ
み  

議
員

伊藤 まゆみ 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

子どもたちの未来へ。
非核平和の町
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町
の
子
育
て
支
援
の

今
後
の
方
向
性
は

丸
山　
少
子
化
が
進
む
中
で
、

子
育
て
環
境
は
む
し
ろ
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。

　

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
現

在
ど
の
点
を
最
も
深
刻
な
課
題

と
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
子
育
て
支
援
を
行
う
の
か
。

町
長　
大
き
な
課
題
と
考
え
て

い
る
四
点
と
そ
の
改
善
の
方
向

性
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
。

　

第
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

３
歳
未
満
児
保
育
や
小
学
校
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
件
。
３
歳
未
満
児
保
育
や
小

学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
を
な
く
し
、
働
き
続
け

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

そ
の
た
め
に
は
保
育
士
の
確

保
が
重
要
。
保
育
園
の
職
員
定

数
を
増
や
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
保
育
士
を
新
年
度
に
向
け
て

５
人
採
用
予
定
し
、
３
歳
未
満

児
の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し

て
い
く
。

　

第
二
の
課
題
は
小
児
科
医
療

の
件
。
飯
綱
病
院
で
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

第
三
の
課
題
は
、
不
登
校
な

ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
子
ど

も
の
件
。
多
様
な
学
び
の
あ
る

町
、
全
て
の
子
ど
も
の
未
来
が

よ
り
良
く
な
る
町
を
つ
く
っ
て

い
く
。

　

第
四
の
課
題
は
地
域
移
行
後

の
中
学
生
部
活
動
の
件
。
現
状

と
課
題
を
整
理
し
、
よ
り
よ
い

中
学
生
の
部
活
動
に
な
る
よ
う

検
討
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

保
育
の
点
数
制
と
町
の

特
色
を
踏
ま
え
た
保
育

の
あ
り
方
は

丸
山　
農
業
を
中
心
と
し
た
町

の
産
業
特
性
を
踏
ま
え
た
保
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
か
。
点
数
制
導
入
に
よ
っ

て
就
労
時
間
等
に
よ
り
、
入
園

が
不
利
と
な
る
家
庭
が
生
じ
る

懸
念
が
あ
る
。
希
望
す
る
全
て

の
家
庭
が
保
育
利
用
で
き
る
よ

う
、
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
か
。

教
育
次
長　
元
々
点
数
制
を
導

入
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
預

け
る
に
は
そ
の
保
育
の
条
件
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
条
件
に

合
っ
て
い
な
い
人
が
い
た
。
点

数
制
を
設
け
た
中
で
、
ち
ゃ
ん

と
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
方
、
保

育
の
条
件
に
合
う
方
と
い
う
も

の
を
主
に
預
か
っ
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
形
で
進
め
た
い
。

　

法
律
上
、
最
低
限
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て

は
、
国
の
法
律
を
も
と
に
行
っ

て
い
く
。
町
の
方
で
融
通
で
き

る
、
対
応
で
き
る
よ
う
な
と
こ

ろ
は
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

子育て支援の今後の方向性を問う
保育園の職員定数を増やし、
３歳未満児の受入態勢を強化していく町長

丸
山 

麻
衣
子  

議
員

■ 保育の必要性の認定について（子ども家庭庁 子ども・子育て新制度より）

❶就労 ・フルタイムのほか、パートタイム、夜間など基本的にすべての就労に対応（一
時預かりで対応可能な短時間の就労は除く）　❷妊娠、出産　 ❸保護者の疾病、障害　 
❹同居又は長期入院等している親族の介護・看護・兄弟姉妹の小児慢性疾患に伴う看護な
ど、同居又は長期入院・入所している親族の常時の介護、看護　 ❺災害復旧　 ❻求職活
動・起業準備を含む　 ❼就学・職業訓練校等における職業訓練を含む　 ❽虐待やＤＶの
おそれがあること　 ❾育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利
用が必要であること　 ❿その他、上記に類する状態として市町村が認める場合

丸山 麻衣子 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube
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日
本
一
で
な
く
て
良
い

小
林　
昨
年
、
飯
綱
町
は
発
足

以
来
初
め
て
転
入
者
が
転
出
者

を
上
回
る
社
会
増
と
な
っ
た
。

移
住
者
・
定
住
者
、
子
育
て
世

代
に
向
け
た
手
厚
い
支
援
策
が

功
を
奏
し
た
と
評
価
す
る
か
。

町
長　

50
を
超
え
る
取
組
に

よ
っ
て
、
女
性
や
若
者
が
移
住

先
に
飯
綱
町
を
選
ん
だ
。

企
画
課
長　
近
年
、
若
年
層
の

転
入
者
数
が
増
加
し
、
女
性
の

転
出
者
数
は
減
少
し
た
。
女
性

目
線
の
子
育
て
世
代
に
特
化
し

た
施
策
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
多
様

な
価
値
観
が
共
存
す
る
誰
も
が

住
み
た
く
な
る
町
の
実
現
を
目

指
す
。

小
林　

町
内
に
向
け
て
「
日

本
一
女
性
が
住
み
た
く
な
る

町
」
に
込
め
た
想
い
は
正
し
く

伝
わ
っ
て
い
る
か
。
移
住
し
て

み
た
ら
、
地
元
の
女
性
た
ち
は

実
感
し
て
い
な
い
で
は
残
念
だ
。

町
長　
次
の
総
合
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
聞
い
た
だ
け
で

町
が
目
指
す
も
の
が
わ
か
る
言

葉
を
選
ぶ
。
移
住
者
だ
け
に
特

別
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
の
で
な

く
、
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
良
く

す
る
こ
と
で
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
。

目
指
す
な
ら
世
界
一
を

小
林　
「
日
本
一
の
り
ん
ご
の

町
」
を
目
指
す
取
組
の
現
状
と

課
題
は
。

産
業
観
光
課
長　
飯
綱
産
り
ん

ご
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
価
値
化

を
進
め
て
き
た
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
、

寄
付
額
を
大
幅
に
伸
ば
し
た
。

一
方
で
農
家
の
高
齢
化
、
労
働

力
不
足
に
よ
る
生
産
量
の
減
少

と
気
候
変
動
に
よ
る
品
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
。

小
林　
ア
ッ
プ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
活
用
さ
れ
た
い
。
少
な
い

な
が
ら
職
員
の
努
力
と
企
画
力

で
入
館
者
を
集
め
て
い
る
が
。

産
業
観
光
課
長　
と
こ
と
ん
り

ん
ご
に
こ
だ
わ
っ
た
観
光
拠
点

で
あ
り
、
交
流
施
設
で
あ
り
、

情
報
発
信
基
地
で
も
あ
る
。
適

正
な
人
員
配
置
を
含
む
運
営
の

見
直
し
と
施
設
の
改
修
、
展
示

物
の
更
新
を
検
討
し
て
い
る
。

小
林　
常
設
展
示
室
は
か
つ
て

旧
三
水
村
時
代
に
展
開
し
た
り

ん
ご
の
象
徴
性
に
着
目
し
た
名

残
だ
。
収
集
、
分
析
、
展
示
す

る
な
ら
世
界
で
唯
一
の
イ
メ
ー

ジ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。

町
長　
り
ん
ご
の
町
を
象
徴
す

る
施
設
で
あ
り
、
展
示
品
は
個

人
的
に
は
嫌
い
で
は
な
い
。
更

新
に
は
方
向
性
が
必
要
だ
。

産
業
観
光
課
長　
面
白
い
物
、

貴
重
な
物
が
多
く
あ
り
、
活
か

し
た
い
。

アップルミュージアムの活用を

方向性をもって展示内容を更新したい町長

小
林 

一
成  

議
員

小林 一成 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube
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Z
Q
を
中
心
と
し
た
事

業
の
評
価
と
今
後
の
方

向
性
は

企
画
課
長　
初
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
た
。
今
年
度
は
駄
菓
子

屋
を
オ
ー
プ
ン
し
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
。

町
長　
課
題
は
営
業
日
が
少
な

い
こ
と
。
方
向
性
に
悩
ん
で
い

る
が
、
将
来
的
に
自
走
す
る
よ

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ

う
な
商
業
的
利
用
も
考
え
て
い

る
。

西
林　
Z
Q
に
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
不
登
校
の
子
の
居
場

所
）
の
機
能
も
も
た
せ
て
は
。

町
長　
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ

子
ど
も
達
に
き
め
細
か
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

今
後
研
究
を
し
て
い
く
。

飯
綱
町
は
令
和
6
年
４

月
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
た
が
、

今
後
の
方
向
性
は

西
林　
慣
行
栽
培
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は
自
然
資
本

や
豊
か
な
食
を
子
ど
も
達
に
繋

ぐ
未
来
へ
の
投
資
と
認
識
す
る
。

「
農
が
身
近
に
あ
る
豊
か
な
田

舎
」
を
、
将
来
世
代
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
豊
か
さ
に
。

町
長　
取
り
組
む
農
業
者
の
増

加
や
耕
作
面
積
の
拡
大
等
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
給

食
へ
の
供
給
は
環
境
保
全
型
農

業
を
具
現
化
し
た
好
事
例
。
課

題
は
、
理
念
を
共
有
す
る
農
業

者
を
い
か
に
増
や
す
か
、
学
校

給
食
以
外
で
の
販
路
。
難
易
度

の
高
い
要
求
は
せ
ず
、
化
学
肥

料
や
農
薬
の
使
用
を
抑
え
た
地

域
独
自
の
穏
や
か
で
参
加
し
や

す
い
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
理
念
を
共
有

す
る
農
業
者
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。

西
林　
地
産
地
消
の
推
進
は
。

産
業
観
光
課
長　
給
食
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
農
家
、

加
工
事
業
者
等
へ
説
明
会
を
開

催
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
給

食
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

任
用
し
、
農
家
、
直
売
所
、
調

理
場
の
橋
渡
し
を
積
極
的
に
行

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん

で
い
る
。

西
林　
有
機
農
業
が
も

た
ら
す
環
境
的
社
会
的

価
値
を
学
べ
る
特
色
あ

る
食
農
教
育
を
。

産
業
観
光
課
長　
小
学

校
、
北
部
高
校
と
連
携

し
た
農
業
体
験
事
業
を

実
施
。
特
色
の
あ
る
食

農
教
育
を
推
進
す
る
。

西
林　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
の
周
知

は
。

産
業
観
光
課
長　
子
ど
も
を
介

し
て
、
家
庭
に
お
け
る
環
境
へ

の
配
慮
や
地
域
農
業
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
。
S
N
S
、
動

画
配
信
、
有
機
農
業
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
な
ど
で
知
ら
せ
た

い
。空

間
放
射
線
量
の
測
定

が
終
了
し
た
が
、い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
る
の
か

住
民
環
境
課
長　
環
境
に
異
変

が
生
じ
た
場
合
に
は
活
用
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
。
放
射

線
測
定
実
施
に
伴
う
確
認
事
項

が
あ
る
。
国
や
県
の
対
応
方
針

を
踏
ま
え
判
断
を
し
て
い
く
。

オーガニックビレッジ宣言から
１年半 今後の方向性は

有機農業について地域独自の穏やかで
参加しやすい基準を設定する町長

西
林 

薫  

議
員

西林 薫 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

栄町のコミュニティースペースZQ（ズク）

学校給食、ご飯は100%飯綱町産
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保
護
者
負
担
の
軽
減
を

飯
田　
保
護
者
に
よ
る
使
用
済

み
オ
ム
ツ
の
持
ち
帰
り
は
大
変

負
担
が
大
き
い
。
改
善
へ
の
動

き
は
。

教
育
次
長　
令
和
５
年
度
に
処

理
方
法
の
変
更
を
検
討
し
た
が
、

保
育
士
の
業
務
負
担
、
保
管
場

所
、
衛
生
面
、
園
児
の
健
康
管

理
な
ど
の
観
点
か
ら
見
送
っ
て

き
た
。

飯
田　
処
理
機
械
の
導
入
は
。

教
育
次
長　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
械

も
高
額
で
な
け
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

飯
田　
い
つ
ま
で
に
改
善
か
。

町
長　
来
年
度
早
期
に
持
ち
帰

り
を
廃
止
す
る
予
定
。

保
育
士
の
離
職
予
防
を

飯
田　
令
和
６
年
度
に
現
場
の

保
育
士
か
ら
出
た
要
望
は
。

教
育
次
長　
「
休
み
が
と
り
に

く
い
」「
延
長
保
育
の
勤
務
交

代
が
で
き
な
い
」
な
ど
が
挙

が
っ
た
。

飯
田　
要
望
を
出
し
て
も
何
も

変
わ
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
聞

か
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
頻
度
を

多
く
し
て
は
。

教
育
次
長　
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
計
画
し
て
行
う
。

保
育
園
利
用
の
書
類
の

簡
易
化
を

飯
田　
農
家
や
自
営
業
者
の
方

か
ら
就
労
証
明
書
の
「
自
営
業

に
係
る
申
告
書
」
が
煩
雑
で
わ

か
り
に
く
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
簡
易
化
は
。

教
育
次
長　
必
要
最
低
限
の
項

目
と
考
え
て
お
り
、
今
の
と
こ

ろ
様
式
変
更
の
予
定
は
な
い
が

見
直
し
は
随
時
行
っ
て
い
く
。

飯
田　
保
護
者
が
少
し
で
も
書

き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
具
体

例
を
提
示
す
る
こ
と
は
。

教
育
次
長　
参
考
例
と
し
て
出

す
こ
と
は
で
き
る
。
他
市
町
村

の
内
容
を
研
究
し
て
記
入
し
や

す
い
様
式
に
変
更
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

町
部
局
と
教
育
委
員
会

と
の
緊
密
な
連
携
を

飯
田　
現
場
の
声
を
十
分
に
吸

い
上
げ
ら
れ
な
い
体
制
や
、
人

材
配
置
の
硬
直
化
が
あ
る
の
で

は
。
教
育
委
員
会
と
緊
密
に
協

議
し
、
改
善
に
向
け
て
早
急
に

働
き
か
け
を
。

町
長　
子
育
て
支
援
・
教
育
も

教
育
委
員
会
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
で
人
を
育
て
る
町

に
し
て
い
く
。

飯
田 

安
彦  

議
員

来年度早期に持ち帰りを廃止町長

 子育てしやすい町
使用済オムツ持ち帰りの改善は

飯田 安彦 議員

飯綱町議会飯綱町議会
YouTubeYouTube

オムツ持ち帰り用個人バケツ（さみずっ子保育園）
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Q．スキー場売却企業による町全体の活性化と今後の観光事業の見通しは

 A．民間経営のもとに活性化が進められていると認識している。今後は老朽化し利用が低調な施設等
の再整備を進め、東高原リゾートとして観光事業の発展・活性化を図っていく

対応　観光事業については、グラウンド・テニスコートエリアの再整備と有効活用を活性化の柱と位
置づけ、その具体的な整備方針を決定・対応していく

今後の見通し　グラウンド・テニスコートエリアの再整備については、プロチームや学生等のスポー
ツ合宿誘致を中心とするスポーツゾーンとして再整備し、このエリア整備を契機に東高原リゾート
としての観光事業の発展と活性化を加速させていく

Q．子育て支援の充実　今後どのようなまちづくりをしていくか

 A．次年度は、子ども家庭センターの設置についても検討している

対応　立ち上げ準備中

今後の見通し　令和８年度設立予定

Q．公共施設等総合管理計画等について

 A．旧赤塩保育園の施設を、EASTを含めたエリアで若者住宅や従業員宿舎といった施設に、できれば
民間の協力をいただけるような活用方法等を検討する中で今後の方向性を決定していきたい

対応　財源など考慮する中で、EASTには入っている企業の従業員や起業や就農を目指す移住者等が
利用できる賃貸住宅を検討

Q．iバスの利便性の向上を

 A．土曜日のデマンド運行に向けて事業者の協力を要請していく

対応　４〜11月の土、日、祝日に定時定路線で運行している「iバスコネクト」について、デマンド運
行に移行可能か検討

今後の見通し　土曜日の9時から16時まで実証的なタクシー配車を検討

ああのの時時ののああのの質問 　ど質問 　どううななっったた？？
〜令和7年3月・6月定例会一般質問答弁の進捗状況から〜

（R7. 11月27日提出）

　飯綱町議会では、議会改革の一環として、一般質問答弁の進捗状況を半年ごとに町担当
課から提出していただき確認しています。検討結果を追跡できる、飯綱町独自の取組です。

➡ 令和７年12月より、土曜日の９時から16時まで
　　 町内の利用料金が半額となる i タクの実証運行を開始した
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■ 研修内容（抜粋）

①地域公共交通の現状と課題
　利用者の減少（コロナ前と比較して約 7 割に落ち込んだが、９割まで回復）、運転手の高齢化など担
い手不足の深刻化（６年間で 25％減少）、物価高による交通事業者の経営環境の悪化などにより相次ぐ
路線の縮小・廃止。

②長野県地域公共交通計画（計画区域：県内全域　計画期間：令和 6 年度から 10 年度）
　県全体で「保証すべきサービスの品質」として次の点が明示されていることは重要。
　・�通院：午前中に通院でき、午後早い時間に帰宅できる。
　・通学：始業前に通学できる。授業終了後、部活動終了後に帰宅できる。

③地域別部会（10 広域圏ごとに検討・協議）
　部会の委員構成として国・県・交通事業者・市町村とともに利用者代表（高齢者団体・障がい者団体・
PTA 連合会等）が含まれていることは重要な意味を持つ。

④長電バス牟礼線廃止（10 月１日から）に係る代替手段の説明
　従前の中型バス（56 人乗り）を、利用
実態（飯綱町から長野市田中までは平均で
８人以下のデータが示された）を踏まえて
乗り合いタクシー（10 人乗りハイエース）
に変更した（乗りこぼし対策で増台にも
対応と説明）。牟礼駅発 7：01 で宇木着 7：
50 で他路線の 7：56 長野駅行きに乗り継
げる（始業前に学校着は可能）。授業終了
後、部活動終了後は他のバス路線で長野駅
に出て、北しなの線で帰宅することを想定
し可能との説明。１日６便運航（土日・年
末年始・お盆は運休）。運賃は距離制から
定額制に変更し、以前より安価になったと
説明された。

■ 日　　　時　11 月 14 日（金）	 ■ 参　　　加　12 名
■ 会　　　場　信濃町「黒姫高原ホテル」
■ 研修テーマ　「長野県地域公共交通計画および長野地域部会の取組について」
■ 講　　　師　平林 卓也 氏（長野県企画振興部交通政策局交通政策課交通企画係長）
　　 　　　　　和田 和美 氏（長野県長野地域振興局企画振興課長）

上水内郡町村議会議員研修会

学 ぶ 議 会

長電バス牟礼線廃止に係る
路線図

飯綱町、信濃町、小川村の
議員合同研修会資料
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■ 日　　　時　12 月 9 日（火）	 ■ 参　　　加　11 名
■ 研 修 場 所
　  ①ながの環境エネルギーセンター　 説明者  松本 栄一 氏（長野広域連合環境推進課主査）
　  ②エコパーク須坂（最終処分場）　　説明者  飯島 卓 氏（環境推進課係長）
　  ③地蔵久保計画地、三堰取水口　　 説明者  黒岩 潤也 氏（町生活環境係長）

長野広域連合次期一般廃棄物
最終処分場計画にかかる研修会

①ながの環境エネルギーセンター
　長野市松岡にあるごみの焼却施設。焼却炉が３炉あり、最大 405t/日処理が可能で、令和６年度は 12
万 1500 トンを処理。焼却により発生する副生成物は、８種類に分類する仕組みになっている。副生成
物のうち金属類を含むものは再資源化される。焼却灰（細粒灰等）は人工砂やブロックなどの素材とし
て再利用されており、現在は副生成物の 85％程度が再資源化されていて、残りの 15％程度が最終処分
場（エコパーク須坂）に埋設されている。

②エコパーク須坂（最終処分場）
　エコパーク須坂は令和３年２月から埋め立て開始、令和 18 年まで 15 年間埋め立てる計画。現在約５
年経過したが、埋め立て総量は当初計画を大きく下回り、1/6 程度に留まっている。地元仁礼地区との
協定により、埋め立て可能な副生成物は３種類（溶融スラグ、飛灰処理物、溶融不適物）に限定されて
いること、ごみの減量化、副生成物の再資源化が当初の計画より進んでいることが影響との説明。施設
の底を遮水シートで覆い、漏水検知システムを導入し、今までに４回漏水を検知し、その都度補修した。
　Q　須坂では３種類しか埋めないが、次期計画は種類が増えている。理由は。
　A　�須坂も当初５種類を計画し、地元との協議で３種類になった。次期処分場も場所が決まれば地元

と協議していく。

③地蔵久保計画地、三堰取水口
　エコパーク須坂（埋立容量 8,500
㎥）の約２倍の大きさ（埋立容量
15 万 9,400㎥）があり、飯綱町の
標高の高い地点に計画されている
ことを確認した。施設からの処理
水は下水道に接続する計画で、当
面河川放流は行わないという説明
を受けた。最後に東黒川の水田の
用水（三堰）の取水口を見学し、
万が一、汚染水が八蛇川（成合川）
に流出した場合は、深刻な影響が
出ることを確認した。

三堰（中堰）取水口を見学
地蔵久保の建設予定地を
現地視察
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　多くのモニタ－の皆さんから、声を寄せていただきありがとうございます。紙面の都合で全部を掲載できません
が、主な意見とそれに対する回答・見解です。

議会だより第80号（９月定例会）

議会モニターアンケートQ&A

A 　このようなご意見を複数いただきました。
各議員の経歴や考えを知り関心を持って
いただくうえで重要なご意見だと思います。
今号については議会、委員会構成を中心
に掲載します。これからの議会だよりにご
期待ください。

Q 　次回発行の議会だより（81号）の中で
新たに選出された14名の議員の方の思い
や、自己紹介を柔らかく、明るい感じで
掲載いただければ嬉しいです。

A 　飯綱町になり20年たちました。様々な
式典も行われ同時に記念誌が各戸に配布
されています。議会の視点として、20年を
振り返る機会をもうけても良いかもしれま
せん。

Q 　飯綱町20年の変化の歩みをグラフで見
たいと思います。人口推移や町の予算の
変化など、その当時の町の方向性を振り
返りできたらいいと思います。

A 　議会の様子や、議員の仕事を知ってい
ただくことが開かれた議会の第一歩です。
これからも町民の皆様にわかりやすい議
会だよりを編集してまいります。

Q 　「議会ってなあに」で飯綱町議会基本条
例の抜粋から、議員の職務を知ることが
でき、良かったです。今後も続けていた
だき知識を得たいと思います。

A 　表紙のインパクトは大きいので、写真に
もこだわり作っています。
今号は表紙デザインを変
更してみました。いかが
でしょうか。

Q 　表紙写真の画質が悪い、ぼやけている。
アングルが悪い。町内から写真提供、小
中学生の作品などに切り替えてもいいの
では？

A 　議会に注目していただくのは、本当に嬉
しく思います。議員の資質、能力向上の
ためにもぜひとも多
くの町民の皆様に議
会の傍聴、またご意
見をいただければ幸
いです。

Q 　新しい議員が10名になりどんな議会に
なるか見ていきたいと思います。

A 　町広報誌「いいづな通信」で随時発信
されています。条例改正等は、町民の皆
さまの生活に直結して
いることが、ご理解い
ただけるような紙面作
りに励んでまいります。

Q 　町民の生活に直接結びつく子育て、教
育、介護等の記事については特集的な記
事を組んで情報発信をしてもらいたいです。
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A 　提言のコーナーでいただくご意見は「な
るほど」と感じ、議員も参考になるもの
が多いです。町民の皆様には、議会広報
モニター、各種原稿依頼の際にはぜひと
もご協力ください。

Q 　「新しい町づくりへ 私の提案」は様々
な視点があるなあと興味深いです。多く
の住民の意見を集める仕組みづくりをし
ていただけたらと期待します。

A 　新人議員のうち７名が政策サポーター、
議会広報モニターの経験者です。こうした
これまでの議会の取組が、今回の選挙に
つながっているのかもしれません。

Q 　議員のなり手不足が叫ばれる中、立候
補者が多く驚きました。良いことですが、
何か要因はあったのですか？

A 　様々な考えがある中で、議員一人ひとり
が住民の代表であることを認識し、議論
を重ね、課題に対処してまいります。

Q 　議会議員も10人が新人議員となり町長
も変わりました。古い体質を変え、新たな
視点や角度で町を捉え課題のある飯綱町を
変えてください。

A 　多くのサポーター（町民）の協力を得て
出来た提言です。議会としても提言がしっ
かりと反映されるよう働きかけ、実現する
ように議会でも見守ってまいります。

Q 　政策サポーター提言は農業、子育てと
多くの方が関わる分野です。提言が町政
に反映されることを期待します。

A 　行政、議会用語をできるだけ、優しい
言葉で表現できるよう紙面作りに努めて
まいります。

Q 　議会だよりで使う言葉をわかりやすく
してほしい。

Q 　議会の場を小中学生に見学してもらう
よう促してほしい。

A 　開かれた議会を進めていくために重要
なご意見だと思います。実現に向け関係
各所と協議してまいります。

A 　リンゴは飯綱町のシンボルであり、ふる
さと納税の柱です。ご指摘の課題につい
ては、議会として
も重要だと考えま
すので、行政と連
携しながら取り組
んでまいります。

Q 　飯綱町はリンゴで多くのふるさと納税
を得ているが、離農、人手不足、コスト
増など問題も山積しています。新しい取
組で、更なる強みを持ち歩んでいただき
たいです。
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物
価
上
昇
や
利
上
げ
に
よ
り
、
子
育

て
世
代
の
家
計
は
大
き
な
負
担
を
抱
え

て
い
ま
す
。
収
入
は
な
か
な
か
増
え
ず
、

将
来
の
教
育
費
を
考
え
る
と
、
土
曜
日

も
働
き
た
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
土
曜
保
育
は
前
月
20

日
ま
で
の
申
請
や
代
替
休
の
取
得
が
必

要
で
、
利
用
し
づ
ら
い
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
代
休
制
度
の
廃
止
や
柔
軟
な

申
請
方
法
な
ど
、
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
ま
た
、

少
子
化
や
熊
の
出
没
に
よ
り
、
子
ど
も

同
士
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
未
就
学
児
に
限
ら
れ
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
小
学
生

ま
で
利
用
可
能
と
し
、
月
1
回
の
有
料

土
曜
託
児
や
地
域
の
人
が
関
わ
る
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
も
親
も
安
心

し
て
過
ご
せ
る
、
つ
な
が
り
の
あ
る
町

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

渋沢 五月 さん
（福井団地）

子ども達に
明るい未来を

私の提案新しい町づくりへ 第41回

飯島 昇 さん
（東黒川）

私の提言

　

長
野
広
域
連
合
の
次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
飯
綱
町
に
お
け
る
候
補
地
選
定
に
関
し
、

当
事
者
と
し
て
町
に
3
点
提
案
致
し
ま
す
。

　

現
在
各
種
施
設
を
利
用
し
恩
恵
を
受
け
て
い

る
以
上
、
将
来
的
に
町
内
に
つ
く
る
必
要
性
は

理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
水
源
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
上
流
の
場
所
を
候
補
地
と

す
る
推
薦
で
町
民
は
納
得
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

◦�

関
係
対
象
地
区
を
落
ち
度
な
く
調
査
・
選
定

し
、
選
定
過
程
、
根
拠
の
明
確
化
を

➡
配
慮
に
欠
け
る
と
心
証
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

意
思
決
定
前
（
候
補
地
推
薦
前
）
に
事
前
説

明
を

➡�

物
事
が
決
ま
っ
て
か
ら
町
民
へ
説
明
を
さ
れ

て
も
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◦�

「
水
源
か
ら
半
径
３
㎞
以
内
で
の
ご
み
処
理

施
設
設
置
並
び
に
廃
棄
物
埋
め
立
て
を
禁
じ

る
条
例
」
の
制
定
や
選
定
条
件
を
設
定
し
て

➡�

今
後
、
他
場
所
の
選
定
に
際
し
て
も
必
須
の

条
件
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
不
信
、
混
乱
を
避
け
円
満
に
進
め
る

た
め
に
も
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

僕
は
、
飯
綱
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
町
外
の
人
に
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
15
日
に
一
番
好
き
な
車

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
開
き
ま
し
た
。
当
日
、
県
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
！

　

イ
ベ
ン
ト
の
後
、あ
る
飲
食
店
の
店
員
さ
ん
か
ら
、「
イ

ベ
ン
ト
の
お
客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
た
よ
！
お

客
さ
ん
が
、
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
お
孫
さ
ん
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
み

ん
な
楽
し
か
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
よ
！
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
僕
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
の
人
に
も
喜
ん
で

も
ら
え
た
こ
と
が
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

福
島
か
ら
来
て
く
れ
た
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が
、温
泉
に
入
っ

て
牟
礼
駅
前
に
泊
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
が
イ
ベ
ン

ト
を
開
い
た
こ
と
で
飯
綱
町
と
み
ん
な
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
ん
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
お
客
さ
ん

に
「
あ
ま
り
泊
ま
れ
る
所
が
な
い
ね
」
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
た
の
に
、
泊
ま

る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
し
悲
し
い
で
す
。

　

飯
綱
町
に
は
空
き
家
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
聞
い
た
の

で
、
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
宿
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
！
そ
う
す
れ
ば
、
飯
綱
町

に
泊
ま
っ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

天野 結翔 さん
（飯綱中学校3年）

空き家を観光
客が泊まれる
宿にしたい
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み
ん
な
の
代
わ
り
に
話
し
合
う
場
所

ね
え
、「
議
会
」っ
て
テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス

で
聞
く
け
ど
、
正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん

だ
。

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
？

そ
う
だ
ね
。
議
会
を
一
言
で
言
う
と
、

「
町
や
国
の
大
事
な
こ
と
を
、み
ん
な
の
代

わ
り
に
話
し
合
っ
て
決
め
る
会
議
」
だ
よ
。

み
ん
な
の
代
わ
り
に
？

う
ん
。
そ
の
「
み
ん
な
の
代
わ
り
」
の
人

た
ち
を
「
議
員
」
と
い
う
ん
だ
よ
。

議
員
っ
て
ど
ん
な
人
な
の
？

議
員
は
、
選
挙
で
え
ら
ば
れ
た
住
民
（
町

民
）
の
代
表
だ
よ
。

代
表
？

そ
う
。
み
ん
な
の
声
を
聞
い
て
、
考
え
て
、

議
会
で
意
見
を
伝
え
る
役
目
の
人
な
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
ぼ
く
た
ち
の
代
わ
り
に
話
し
て

く
れ
る
ん
だ
ね
。

そ
の
通
り
。
ク
ラ
ス
で
言
え
ば
、
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
に
え
ら
ば
れ
た
代
表
み
た
い
な

存
在
だ
ね
。

議
会
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

実
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
。

•
国
の
こ
と
を
話
し
合
う 

国
会

•�

都
道
府
県
の
こ
と
を
話
し
合
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
道
府
県
議
会

•�

市
や
町
、
村
の
こ
と
を
話
し
合
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
議
会

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
の
地
域
の
大
事

な
こ
と
を
決
め
て
い
る
ん
だ
。

飯
綱
町
は
町
だ
か
ら「
町
議
会
」と
い
う
よ
。

議
会
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
？

主
に
三
つ
の
大
事
な
仕
事
が
あ
る
よ
。

へ
ー
、
ど
ん
な
お
仕
事
が
あ
る
の
？

一
つ
目
は
、
住
民
の
声
を
町
に
届
け
る
こ

と
。
議
員
が
町
民
の
意
見
を
集
め
て
、
議

会
で
町
に
伝
え
る
ん
だ
。

ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
い
て
く
れ
る
ん
だ
ね
。

二
つ
目
は
、
法
律
や
条
例
を
決
め
る
こ

と
。
国
の
ル
ー
ル
は
「
法
律
」、
市
や
町

の
ル
ー
ル
は
「
条
例
」っ
て
い
う
よ
。

勝
手
に
決
め
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

も
ち
ろ
ん
だ
よ
。
話
し
合
っ
て
、
考
え
て
、

決
め
て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
三
つ
目
が
、

町
長
や
役
場
の
仕
事
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
。

チ
ェ
ッ
ク
っ
て
？

「
税
金
は
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
な
？
」

「
約
束
し
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い

る
か
な
？
」
そ
ん
な
こ
と
を
確
か
め
る
役

目
だ
よ
。

た
く
さ
ん
の
議
員
が
い
た
ら
、
話
し
合
い

が
大
変
そ
う
。

そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
、
議
会
は
「
本
会
議
」

と
「
委
員
会
」
に
分
か
れ
て
い
る
ん
だ
。

本
会
議
っ
て
？

全
員
の
議
員
が
集
ま
る
会
議
だ
よ
。
町
長

の
説
明
を
聞
い
た
り
、
質
問
し
た
り
し
て
、

最
後
は
多
数
決
で
決
め
る
ん
だ
。

ク
ラ
ス
会
み
た
い
！

い
い
と
こ
ろ
に
気
づ
い
た
ね
。
そ
し
て
委

員
会
は
、
少
人
数
で
、
あ
る
問
題
な
ど
に

つ
い
て
く
わ
し
く
調
べ
た
り
話
し
合
っ
た

り
す
る
場
所
だ
よ
。

議
会
と
町
長
っ
て
、
ど
っ
ち
が
え
ら
い
の
？

ど
ち
ら
も
え
ら
ば
れ
た
立
場
で
、
上
下
で

は
な
く
対
等
な
関
係
な
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
ラ
イ
バ
ル
？

あ
は
は
。
違
う
よ
。
協
力
も
す
る
し
、
お

た
が
い
に
チ
ェ
ッ
ク
も
し
合
う
。
そ
う

や
っ
て
、
よ
り
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
に

働
い
て
い
る
ん
だ
よ
。

議
会
っ
て
、
と
て
も
大
事
な
ん
だ
ね
。

う
ん
。
そ
う
だ
よ
。
議
会
が
あ
る
か
ら
、

•
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
集
め
ら
れ
て

•
税
金
の
使
い
方
が
見
守
ら
れ
て

•
み
ん
な
の
く
ら
し
が
守
ら
れ
る

ん
だ
よ
。

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
ぼ
く
た
ち
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
て
る
ん
だ
ね
。

そ
う
。
議
会
は
、
み
ん
な
の
声
を
町
や
国

に
届
け
る
た
め
の
大
切
な
話
し
合
い
の
場

所
な
ん
だ
よ
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ズ
ナ
さ
ん
は
何
で
も
知
っ

て
い
る
の
？ 

学
校
の
先
生
な
の
？

ふ
ふ
ふ
。
そ
れ
は
そ
の
う
ち
わ
か
る
よ
。

議
員
っ
て
ど
ん
な
人

議
会
の
種
類

議
会
の
役
割

議
会
の
話
し
合
い
の
し
か
た

議
会
と
町
長
の
関
係

ど
う
し
て
議
会
は
大
切
な
の
？

議
会
っ
て
な
あ
に
？

議
会
っ
て
な
あ
に
？

り
ん
ご
ち
ゃ
ん

イ
ズ
ナ
さ
ん

議
会
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

り
ん
ご
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
イ
ズ
ナ
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て
み
よ
う
!!
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３月２日～３月２４日（16日間）
一般 質問
　　３月５日（木）・３月６日（金）
常任委員会
　　３月９日（月）・３月10日（火）

３月定例会予定

編
集
後
記

　

新
体
制
と
な
っ
た
飯
綱
町
議
会
の
、

12
月
定
例
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
は
、
閉
会
後
か
ら
編
集
作

業
を
行
い
、
議
会
の
「
い
ま
」
を
町

民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
新
体
制
に
お
け
る
議

会
の
構
成
に
加
え
、
議
会
や
各
委
員

会
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
、
少
し
で
も

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
期
は
新
人
議
員
が
多
数
を
占
め

て
お
り
、「
ど
の
よ
う
な
人
が
議
会

を
担
っ
て
い
る
の
か
」
と
気
に
な
っ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
お
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
各
議
員
を

紹
介
す
る
特
集
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
丸
山
）

瀧
野 

　
良
枝

丸
山 

麻
衣
子

吉
澤 

　
裕
昭

清
水
　 

寿
彦

山
崎
　 

雄
一

近
藤
　 

　
正

小
林 

　
一
成

発
行
人

委
員
長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員 編
集
委
員

　

開
か
れ
た
議
会
、
実
り
あ

る
討
論
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
、

り
ん
ご
畑
が
議
場
に
。

　

さ
て
、
雪
を
被
っ
た
り
ん

ご
は
何
を
象
徴
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
飯
綱
町
に
移
住
し
て
７
年
に
な
り

ま
し
た
。
移
住
時
は
保
育
園
生
だ
っ

た
長
男
も
小
学
６
年
生
。
家
族
も
飯

綱
町
で
の
生
活
に
馴
染
ん
で
き
ま
し

た
。
す
れ
違
う
車
に
知
り
合
い
が
増

え
、
こ
う
し
て
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
町

行
政
に
関
わ
れ
る
飯
綱
町
の
規
模
に

安
心
感
と
心
地
よ
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
先
日
、
飯
綱
町
民
に
な
っ
て
初

め
て
の
町
議
会
選
挙
を
経
験
し
ま
し

た
。
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
た
方
に

も
、
知
り
合
い
が
多
く
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
町
政
は

本
当
に
自
分
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
と
可
能
性
を
持
っ
た
飯

綱
町
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
新

し
く
選
出
さ
れ
た
議
員
の
方
々
に
は
、

よ
り
町
民
の
声
に
寄
り
添
っ
た
活
動

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
議
員
の
方
々

の
顔
や
意
見
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る

オ
ー
プ
ン
な
議
会
だ
よ
り
に
な
れ
ば

良
い
で
す
ね
。

議
員
の
顔
や
意
見
を

し
っ
か
り
伝
え
て

宗像 大樹さん
（普光寺）

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生生
のの
声声
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